
（法第２８条第１項関係様式例）

●世界遺産を歩く　熊野古道ほんまもん修験道体験（大雲取越）
平成25年3月31日(日)　　和歌山県観光連盟・新宮市観光協会の後援を頂き、熊野の自然環境を守り、日々の生活の
安全、安心を祈願しながら、修験者と共に世界遺産の熊野古道(大雲取り越え　約11㎞)を歩き、最後に参加者一同採
燈大護摩供に参加し、感謝の祈願を行う。
　参加者　204名　　修験者　20名

＜成果＞
総勢約200名の一行が、熊野古道・小雲取を歩くことで、歴史的文化的遺産に触れ、護摩焚等を体験し、時間を超えた
非日常的体験を通じて、心身の再生、平和と安寧、復興を願う事が出来た。
今回の特徴として、グループごとに修験者による問答や弓、宝剣などのイベントを行い、参加者の皆様により深く「小雲
取越」を体験していただいた。

●「第7回　白浜エアポートクリテリウム」
　　平成25年4月20・21日開催。　　旧南紀白浜空港跡地を使用して行うクリテリウムのレース。使用していない空港の
有効利用を目的として始めたレース。年々、市民のママチャリレースは仮装での参加者もいて、大会を楽しく盛り上げて
いる。今年は未就学児童によるストライダーレースも開催できた。また、昨年に引き続き特別企画としてスーパーカーの
展示も行い、多くの観衆の来場を見る事が出来た。
　　■参加選手・・  ●　市民ロードレース　42人
　　　　　　　　　　　　●　ママチャリ1時間耐久レース　68チーム　338人
　　　　　　　　　　　 　●　実業団レース　422名

●第15回　「TOUR de 熊野」
　平成25年5月30日から6月2日の間、新宮市（和歌山県）、熊野市・御浜町（三重県）、太地町（和歌山県）の三会場で
実施されたUCI（国際自転車競技連合）公認の国際自転車レースの開催。
　　■参加選手・・・●　UCIレース　22チーム（132人）
　　　　　　　　　　　　●　実業団レース　約258人
　　　　　　　　　　　　●　一般レース 　  55人
　　■チーム関係者　　　66名
　　■競技審判 ・・・４０人
　　■地元ボランティア　1,540名
　　■マスコミ関係者　20名

<成果>上記の自転車イベントを通じて
　　○大会参加選手・審判・関係者の来訪による交流人口の増加と宿泊に伴う経済的効果をもたらしている。
　　○大会運営に関る看板製作・運送等地元業者活用による活性化への貢献。
　　○情報発信の素材となり熊野地域を全国にアピール出来た。
　　○環境にやさしい自転車を通じて環境保全・エコ意識を再認識させる。
　　○地域の人々に“本当の本物”を間近で見てもらい感動していただいた。
　　○毎年続けることでリピーターが増えてきている。

特定非営利活動に係る事業の成果
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25年1月１日から25年12月31日まで

特定非営利活動法人　 SPORTS PRODUCE 熊野

１　　事業の成果



その他の事業(営利事業）の成果

● 新宮市小口キャンプ場の経営

● 新宮市小口自然の家の経営
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　　（１）　特定非営利活動に係る事業

新宮市条例で定められた期間の4月から10月の間営業を行い、656名の利用者を見た。
昨年度と比べ連泊利用者も年々減少傾向が見られる。

年間営業を行い　1,800名のお客様を迎えた。
世界遺産の古道、熊野那智大社～熊野本宮大社を結ぶ、大雲取超え、小雲取超えの中間地点にあり、古道歩きに
は絶対必要な宿泊施設としての強みを発揮しているといえる。
12月には小口文化振興会によるクリスマスイベントがあり、約200名程の参加者で盛上がった。
当施設の10数名の宿泊者の方たちも楽しんだ。

２　　事業の実施に関する事項


